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学 会 発 表

1) Luteinizinghormone(LH)concentrationin

theplasmaottheJapanesemonkeyduring

menstrualcycleandaftercastration.

M.Hayashi.K.Oshima,K.Shimamoto

andT.Yamaji.

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)
2)TRH induction of prolaction release in

Japanesemonkey(Macacafuscata).

Yamaji,T.K.Shimamoto,M.Hayashi
& 冗.Oshima.

5thCong.Tnt.Prim.S∝.(1974)
3)Electropbysiologicalstudiesonttlemonkey

urerusinlabor.

Nakajima,A.Y.Manabe,M.Sakaguchi,
K.Tauchi& K.Oshima.

(1974)

4) EffectofT-Shapedactiveintrauterinesystem

oncontraceptiveefficacy,menstrualregula-

rityandprogesteronereleaslngpatternin

Japanesemonkey.

K.Oshima.M.Hayashi&J.Kato.

TheVIIIWorldCone.Fert.& Ster.(1974)

5) Rectification in the sm∞th muscle cell

membraneoftherabbitaorta.

Mekata,F.

IntheAnnualGeneralMeetingofthe

PhysiologicalScietyatUniversityCollege

London.(1975)

6) ニホソザルの月経周期及び性腺摘除後の動掛 こつい

て

林 誠治,大島 frT,島本和明

第51回日本生理学会 (1974)

7) ニホソザルのお産

大島 77t,金井塚坊,岸 忠子

節52回近故産婦人科学会 (1975)

8) サルの卵nt排卵時のラバpスコープによる観察

上tlJ泣,大島 研,林 基治,岩波 草

日本不妊学会,関東地方部会 (1975)

生化学研究部門

苅橋飽治･竹中 修

穴山 節

研 究 概 要

1) 琵自Tfおよび核酸の析出と械悦に関する拡斑的研死

馬 橋 他 治

琵白質および核酸分脈酵累のt,'ri道と較舵,およびその

相関性についての比較生化学的韮礎研究を主に酸性プロ

テアーゼおよびリボヌクレアーゼについて進めている｡

2) ニホンザル胃ペプシノーゲソおよびペプシンの精製

と性Tf

高橋健治 ･景山 節

!W'mの口ペプシ./および関連酸性ブpチアーゼの比

較生化学的研究の一つとして,ニホンザル胃ペプシノー

ゲンおよびペプシソの分別精製を行い,ニホンザル胃中

には5校の爽なるペプシノーゲンおよびそれに対応する

ペプシソが存在することを明らかにした｡これらについ

て,分子丑,アミノ酸組成,活性のpH依存性,各種阻

告剤やアルカ1)の形田等をくわしく比較検討した｡この

結果,5種のペプシンはいずれも性Tfがm似する相同琵

白質であるが,歓妙かつ'和忠の和迫が相互間に認めら

れ,それぞれ別個の分子6rIであることが推定された｡

3) 正F<刑の組鰍 r)の式日TI分那脈流の性状の研究

苅柄紐治 ･十川和博t)

詔F<mの各位砥ultおよび机柁中に77･在する酸性および

中性プpチアー,tfの性状な明らかにするために,ニホソ

ザルの各位臓群のホモジネート上榊 こついて,ゲルろ過

法に上る分国を行い,それらの分子皿阻缶剤に対する感

受性 ･活性のpH依存性等の訂E･性状および存在丑を調査

した｡恨性7'.'テ7'-ゼは大部分が分子n6万附近のも

の (おそらくカテプシンD)であり.さらに放血成分と

して分子血10万以上の彬苅 (おそらくカテプシソE)の

存在も認められた｡臓掛こより存在丘には疏著な相過が

認められた｡さらに中性プロテアーゼについて同様な枚

討を進めている｡

4) 詔F<規の解詩形累の和製と性質

高橋健治 ･浅岡一雄

霊長現の各粗放器における解毒酵素の性状を解明する

目的で,アカゲザルおよびニホンザルの各種臓器中のダ

ルクチオソーS-アリル転移酵素の活性分布を測定した.

また,最も存在畳の多い肝臓より本酵素を精製し,均一

な標晶を得た.この精製晶について,分子量,サブユニ

ット構造,アミノ酸組成,安定性,阻書剤の効果等の諸

性状を調べた｡

5) 霊長類の血液中のドーパミソp-水酸化酵素活性の

動態

拓 桁 位 治

正長Wlの血液中に存在するドーパミンp-水酸化酵累

活性を数税のサルについてmTJ定し比較した｡木酵熟 王交

感神伍の活動の指標になりうる可能性を持ち,EiF{放血

液中の酵苅活性はネズミとヒトの中間的位を示すことが

1) 大学院学生

2) 教務職El
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判明した各種霊長矧こついての比較研究ならびに,ニホ

ソザルの種々の生理的条件下における本酵素活性の動態

調査を進めている｡

6) ニホンザル新生児期における血旋蛋白質の動態

竹 中 修

二ホソザル成体の血清に対するウサギ抗血活を調製

し,免疫電気泳動法によりニホンザル新生児期の血措蛋

白質の動態について調査を行った.誕生直後および2週

目のものについては補体第3成分IgA,IgM等が検出出

来なかったが,4週目でほほゞ成体血清を用いた免疫

電気泳動バターソに等しくなった｡

7)霊長杭のへモク｡ピソの性質と構造

竹 中 修

二ホンザル胎児型および成体型-モグロビンをそれぞ

れ精製L酸来平衡を測定した｡ボーア効果,I)PG効果

等を検討したところ,胎児型ヘモグロビンではDPG効

果が弱いことが判明した.また,三重大石本氏,当研究

所庄武氏らによって見出されたニホンザル異常-モグロ

ビンを椛劉する条件を明らかにし,酸素平衡について調

べた｡

紐 鋭

1) 前橋他治 (1974):1)ポヌマクレア-ゼTlの活性部

位のfl.･!道と校能.有機合成化学協会誌 32(4):298-

316｡

論 文

1) Chang,W-J.and冗.Takahashi,(1974):The

Structureandfunctionofacidproteases.ⅠⅠⅠ.

Isolationandcharacterizationoftlleactive-site

peptides from bovinerennin.I.Biochem.

76:4671474.

2) Takahashi,K..W-J.ChangandI-S.Ko(1974):

Specificinhibition ofacid proteasesfrom

brain,kidney,skeletalmuscle,and insec･

tivorousplantsbydiazoacetyトDL-norleucine

methylesterandbypepstatin.I.Biochem.

76:897499.

3) Hashimoto,J.andK Takahashi(1974):Ten-

tativeaminoacidsequenceofribonuclease

UI.I.Biochem.76:1359-1361.

4) Ito.H.,K.Asaoka" I.Ichikizakiand K.

Takahaslli(1974):AGlutathioneS-aryltrans-

ferase of monkey liver,ptlrificationand

subunitstructure.I.Biochem.76:136311364.

5) ltoh.M.Y.Nishimura,0.TakenakaandY.

Inada(1974):Measurementoftherateofclot
retraction:Thrombos.Diaths.Haemorth.30:

4521456.

6) Nishimura,Y.Y.Yamada,M.Itoh,0.Take-

nakaandY･Inada(1975):Isolationofplasma

co-factorinadenosinedipbsphateinducedag･

gregationofbovineplatelets.FEBSLetiel･S.

51.･171-173.

7) Mizu∝hi,T.Y.Nishimura.T.Sakai.0.Take･

nakaandY.Inada(1975):Kineticstudyof

pbag∝ytosisofbovineleuk∝ytesmeasured

byoxygenuptake.FEESLetters.51:174-176.

8)TakallaSbi,S.Y.T.Kageyama,andE.Ohnishi

(1974):Glucose 6-phosphate dehydrogenase

from silkworm eggs:Purificationandpro-

perties.InsectBiochem.,4:23-31.

9)Takahashi,S.Y.T.Kajiura,T.Kageyama,and

E.Obnishi(1974): Polyoldehydrogenases

from silkworm eggs:Purificationandpro･

perties.InsectBiochem.,4:33A5.

10)Takahasbi,S.Y.T.Kageyama,T.Ohoka,and

E.Obnislli(1974):Guanosine3',5'-monopI10S･

phate-dependentproteinkinasefromsilkworm

eggs: Purification and properties.Insect

Biochem.,4:429438.

学 会 発 表

1) ニホンザルのペプシノーゲンとペプシン

Et山 節 ･試橋随治

日本生化学会節47回大会 (1974)

2) 酸性プ.,チアーゼの特異的化学修飾に及ぼすpHの

形響

張文盃 ･何金象 ･指椛他治

日本生化学会節47回大会 (1974)

3) ニホンザルのペプシノーゲソとペプシンについて

EL･山 節 ･指橋随治

筋19回プt)マーチス研究会 (1975)

4) ニホンザルの臓器のプpチアーゼについて

十川和怜 ･前橋健治

筋19回プ1)マーチス研究会 (1975)

5) サル肝臓グルタチオンS-アリル転移酵誠のNlr魁 と

性質

浅岡一雄 ･高格陸治 ･伊藤尚･市木崎駁

弟19回プ1)マーチス研究会 (1975)

6) 血中軌 白血球のウシ血液からの分離

竹中 修 ･水落利明･西村滋久

伊藤道雄 ･稲田祐二

日本生化学会約47回大会 (1974)

7) 白血球の食胞作用

水落作明 ･竹中修 ･西村益久 ･稲田祐二
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日本生化学会那47回大会 (1974)

8) 血中脚 仙 こBgJjす る血況タンパクTI

西村滋久 ･11佃 汀Yf･伊藤氾排

竹中 岱 ･稲田祐二

日本生化学会那47回大会 (1974)

9) Pseudomonasglutaminaseのトt)プシソ分節

阿部 力 ･竹巾 修 ･稲田枯二

日本生化学会折47回大会 (1974)

10)ニホソザル新生児掛こおける血液タソバク質の変動

竹 中 修

那19回ブ1)マーチス研究会 (1975)

幸島野外観察施設

河合雅排(派)･森 明bJJE

串良をめぐる硯光開発や硯光客の増大によるフィール

ド維持の田椎さは持続している｡この問題は謎本的には

国による管理体制を作ることが尼も望ましい耶決法であ

ろう.なれ 昭和49年から助手の定員がつき,疎明TJが

赴任した{現地の職flは4人となった.

<g群れの状況>･

1)一ダーの地位,群れの社会的造は比較的安定してい

る｡ただし,ここ数年にわたる変化であるが,祝光関係

者による不定期無計画な印の投与によって,オオトマ1)

の掛こ段田するサルが生じ,群れのまとまりは少しルー

ズになっている.

サルの随康状掛 こついては,寄生虫を大皿に持ってお

り,昨年にひきつづき,現せた個体が目立つ｡また若い

個体の発育の遅れは大変田著である｡49年度の出産数は

22頭であり,内897iカー死亡した｡49年度のLu産数が多か

った理加工,2つ考えられる.48年度の出産数が少なか

ったことと,48牢記死亡個体が統出したため,48年秋に

大皿の人工の飢を与えたためである｡48年秋から49年春

にかけてIdを的に体盃の増加が見られた｡

研 究 概 要

1) 串DJのサルの生態学的 ･社会学的研究

森 明雄 ･河合雅雄 ･三戸サツヱ1)

山口田嗣2)･冠地富士男2)

前年度からの継杭で,ポti'ユレ～シFソ動掛 こ関する

謂資料を収封ミしている｡jll回のサルの体血測定を行な

っている｡前年度は,おとなの個体が中心であったが,

今年度より若い団体に血点を旺き.先述に凹する穴料を

うるよう努めている｡また,Tm文化的行動 (イモ洗い,

小麦洗い行動)に関するTf料もとっている｡また社会変

1) 教務和佐f1

2) 文部技官

動の通年の記斑をとっている.

2) 内部寄生虫に関する研究

3m井.fY･:一郎3)･妹 明排

内部'#生虫卯の牢節変化を.月1【白川T,l作各に採苅する

ことにより,疋皿的に閃ペている.また駆虫な行なって

いる｡

3) 柑 こ大きなポビュレ～シTZソ･サイズを持つ群れの

統合

掠 明 雄

高崎山A群 (約1,000D7i),B群(約300双)で,おとな

のメスを個体識別し,おとなのメス問のDFT1位関係を調べ

た｡高崎山A群,B群ともに,位劣の不安定なm体関係

が多数見られた｡m位関係の不安定さの度合は.郡れの

ポti'ユレ～ショソ･サイズに依存することを見山してい

る｡

4) 拓崎l川こ生息するニホソザルの7'カソポウ (0才)

の死亡数と死亡安田の推定

森 nJ) LiE

絹崎山AW･,B打のm別したおとなのメスのアカソポ

ウ (148ilVi)の生死を打月1回確認し,死亡時糊を調べ

氏.

なお49年度に.ホ施設を利用して研究を行なった所El

は千黙放肌 松椎fJ'j明 (サル施設)菅原和孝 (大学 院

生)｡本施設を利用した･jt･同利用研究者は.爪田兼好 (京

大 ･理 ･動物)町mrT.昭 (国立科学博物柁)･荒木潤(帝

京大)である｡昭和49年度に,本施設を訪問あるいは利

用した研究老は延べ716人である｡

論 文

1) 疎 明雌 (1974):霊長規のコミーニケ～シすソ

言語 3(ll):

学 会 発 表

1) htratroopspacingmechanism oftlleWild

JapanesemonkeysoftheKoshimatroop.
A.Mor且.

5thCong.Int.prim.S∝.(1974)

2) 特に大きなボビーレーション･サイズを持つ群れの

統合

森 明 雄

約19回7't)マーチス研究会 (1975)

サル類保健飼育管理施設

千柴放郎 ･松林lJII明

後藤俊二

昭和491F･皮における木施設の※筋道行上,瓜も田牝を

3) 宮崎大学凸学部家畜内科教室 (大学院生)
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